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Ａ
、
神
宮
医
方
の
研
究
に
つ
い
て

演
者
の
開
業
地
・
横
浜
市
鶴
見
区
の
北
端
、
駒
岡
町
に
常
倫
寺

と
い
う
寺
が
あ
り
、
そ
の
境
内
に
久
志
本
左
京
亮
一
族
の
墓
域
が

あ
る
。こ

の
立
派
な
墓
域
を
は
じ
め
て
訪
ね
た
の
は
、
平
成
元
年
の
こ

と
で
、
以
後
少
し
づ
っ
調
査
を
す
す
め
る
う
ち
、
久
志
本
常
孝
先

生
著
の
『
神
宮
医
方
史
」
並
び
に
、
先
生
が
〃
『
神
宮
医
方
』
こ
ぼ

れ
話
″
と
題
し
て
昭
和
六
十
年
四
月
二
十
七
日
の
日
本
医
史
学
会

例
会
に
講
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第

三
十
一
巻
第
四
号
五
七
七
頁
）

こ
れ
ら
の
資
料
で
久
志
本
氏
の
役
職
や
神
宮
医
方
の
特
徴
が
ま

こ
と
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
演
者
は
久
志
本
常
孝
先
生
に
お
会
い
す
る
機
会
も

７
神
宮
医
久
志
本
氏
と
そ
の
秘
方

中
西
淳
朗

な
い
ま
ま
、
先
生
は
平
成
九
年
八
月
二
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
先
生

の
お
人
柄
、
業
績
等
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
四
十
四
巻
第
一
号
に

深
瀬
泰
且
理
事
が
、
追
悼
記
で
の
べ
て
お
ら
れ
る
。
常
孝
先
生
は

江
戸
久
志
本
三
家
の
う
ち
の
、
内
蔵
允
を
名
の
る
内
蔵
と
い
う
分

家
の
人
で
、
こ
ち
ら
の
墓
域
は
横
浜
市
都
筑
区
勝
田
町
の
最
乗
寺

に
あ
る
。

江
戸
の
久
志
本
一
族
（
本
家
Ⅱ
式
部
家
、
内
蔵
家
、
左
京
家
）
の
医

師
達
が
用
い
た
生
薬
に
つ
い
て
は
、
「
神
宮
医
方
史
』
の
中
で
数
多

く
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
三
重
県
の
神
官
で
あ
っ
た
松
島
博
氏
は
、
そ
の
著
書
『
近

世
伊
勢
に
お
け
る
本
草
学
者
の
研
究
』
に
お
い
て
、
久
志
本
一
族

の
用
い
た
生
薬
を
あ
げ
て
い
る
が
、
『
神
宮
医
方
史
』
の
右
に
出
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

演
者
は
、
右
の
著
書
や
論
文
に
久
志
本
氏
独
自
の
処
方
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
平
成
七
年
よ
り
文
献
調
査
を
は

じ
め
た
。
そ
し
て
研
究
第
一
報
と
し
て
、
日
医
ニ
ュ
ー
ス
の
平
成

八
年
八
月
二
十
日
号
の
医
界
風
土
記
欄
に
〃
久
志
本
家
の
人
々
と

神
仙
解
毒
万
病
円
〃
を
の
せ
、
続
い
て
「
診
療
研
究
」
平
成
九
年

七
月
号
に
〃
神
宮
医
久
志
本
氏
と
神
仙
解
毒
万
病
円
″
と
い
う
論
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病
解
毒
丹
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

文
に
ま
と
め
、
こ
の
中
で
本
剤
の
構
成
生
薬
の
分
量
を
掘
り
お
こ

し
、
こ
の
処
方
の
由
来
に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
間
、
指
導
を
た
ま
わ
っ
た
宗
田
一
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。

Ｂ
、
久
志
本
氏
の
処
方
内
容
に
つ
い
て

前
述
の
如
く
久
志
本
氏
の
独
自
処
方
と
考
え
ら
れ
る
処
方
は
ゞ

秘
方
の
ご
と
く
取
扱
わ
れ
た
た
め
か
、
全
体
像
が
示
さ
れ
ず
そ
の

処
方
名
の
み
伝
わ
っ
た
感
が
あ
っ
た
。

イ
、
神
仙
解
毒
万
病
円

こ
の
処
方
は
、
久
志
本
家
で
は
神
仙
解
毒
丸
と
呼
ん
で
お
り
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
る
と
、
第
十
九
代
常
興
が
後
陽
成
院

に
本
剤
を
献
じ
辰
筆
を
た
も
う
と
あ
る
。
ま
た
主
君
で
あ
る
徳
川

家
康
も
服
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
円
の
字
を
用
い
て
い

る
が
、
真
柳
誠
教
授
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
円
も
丸
も
丹
も
同
義

で
あ
る
。
久
志
本
常
興
は
本
処
方
の
構
成
生
薬
の
分
量
を
、
大
、

中
、
小
で
徳
川
家
康
に
教
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
分
量
表
現

は
、
常
興
の
祖
父
、
常
光
が
天
文
三
年
に
記
し
た
「
管
議
備
急
方
」

に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
実
は
『
延
寿
和
方
彙
幽
』
に
、
三
宅
意
安
処
方
の
万

三
宅
意
安
の
処
方
の
主
薬
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

〃
五
倍
子
一
両
半
、
山
慈
姑
一
両
、
続
随
子
半
量
、
大
戟

七
銭
半
、
欝
香
（
適
量
？
）
〃

小
松
帯
刀
編
の
『
梅
花
無
尽
蔵
別
録
続
篇
」
に
よ
れ
ば
、
〃
端
午
、

七
夕
、
重
陽
ノ
日
二
製
ス
ル
ヲ
佳
ト
ス
。
一
切
ノ
病
二
用
ヒ
テ
妙

ナ
リ
・
〃
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
三
宅
意
安
は
虫
毒
、
桃
生

毒
、
薬
草
毒
等
に
用
い
て
い
る
。

ロ
、
養
中
湯

こ
の
処
方
に
つ
い
て
は
『
京
都
の
医
学
史
」
に
消
化
剤
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
難
治
の
嘔
吐
に
効
あ
り
と
い
い
、
次
の
如
き
内

容
で
あ
る
。

〃
砂
仁
、
白
豆
蒄
各
三
匁
三
厘
、
烏
薬
二
分
七
厘
、
陳
皮
二
分
五
厘
、
筍

薬
二
分
二
厘
、
甘
草
七
厘
七
分
。
右
六
薬
水
煎
す
る
こ
と
唯
一
、
二
沸

に
し
て
服
す
。
煎
熟
せ
ば
則
ち
さ
ら
に
効
な
し
・
〃

こ
の
処
方
は
十
一
世
紀
初
頭
に
初
代
常
任
が
作
製
し
た
と
「
延

寿
和
方
彙
函
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
神
奈
川
地
方
会
）


